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	昨日の職場集会で９日の自治労全国統一行動を背景とした春闘期の対自治体交渉について、自治労北海道本部「妥結基準」を一定満たしていると確認し、自治労上部と協議の上、全国統一行動及び前段戦術（時間外・出張拒否）を回避することとしました。
今春闘の交渉を通じて、今後１年の労使交渉の課題を明らかにしました。
	
	
	今後も町職は当面する機構改革や現業の合理化問題について引き続き協議を継続します。また、これから交渉ヤマ場を迎える単組もありますし、民間では14日に大手労組が集中回答を受けるのを皮切りにたたかいがヤマ場を迎えます。引き続き、自治労と連合に結集し、2012国民春闘の勝利に向け支援・共闘を強めていきます。






	東日本大震災から１年が経ちます。震災と福島原発事故により今もなお避難生活を強いられている方々に、思いを馳せないではいられません。
３月11日には、亡くなられた方々への追悼、そして今後二度と原発事故を繰り返さないために脱原発社会を！という思いで、全国各地で様々な集会が行われます。

被災地の皆さんが、安心して暮らせるふるさとを取り戻し、復興を着実に実現させるため国と東京電力による対応強化が急務です。
	
	
	一方で時の経過とともに、国民の関心はだんだんと薄れてきており、事故に対する国民世論の「風化」も心配されます。
放射能汚染の問題をはじめ、復興にはかなりの時間を要す見通しです。大震災と福島原発事故から1年を機に、被災地の苦境に改めて思いを寄せ、被災者と現地で支援と復興に奮闘する全ての人たちに支援と連帯の取り組みを強めることが求められています。町職としても何ができるのか、執行部で今後、議論を深めます。




国家公務員の給与削減に係る法律成立を受け、３月６日、公務労協が官房長官と

交渉を行いました。※公務労協：自治労や日教組、全水道、林野労組など14組合で構成
	【公務労協】復旧・復興の財源となる国家公務員給与の削減について、就学援助に充てる等、その具体的な使途を明らかにされたい。

【官房長官】職員の理解と納得を得るとともに、士気の確保をはかるためにも極めて重要な指摘として受け止める。復旧・復興事業の財源やその実施状況の透明性を高めたい。
【公務労協】「公務員制度改革関連四法案」の成立に向け全力をあげ、消防職員の団結権など「地方公務員の労働関係に関する法律案」について直ちに国会提出をはかること。

【官房長官】「関連四法案」の早期審議入りは、極めて喫緊の課題であると認識し成立に向けて死力を尽くす。「地方公務員の労働関係に関する法律案」は、早期の国会提出に向け全力を尽くす。

	
	
	【国公労連】地公給与の取扱いは、財政上の措置を含め国公給与削減の影響を遮断すること。給与特例法の附則12条に係る言及は、誤解を生じる。改めて政府の立場は、昨年６月３日の質問主意書答弁と何ら変更ないことを確認したい。

【官房長官】国公給与引下げと同様の引下げを地方公共団体に強制することは考えていないとの立場に変更はない。
国公労連交渉団は、官房長官の揺るぎない決意として回答を受けとめ、関連4法案、地方公務員の労働関係に関する法律案、公務の労使関係の改革は、必ずやり遂げる正念場にあることを互いの共通認識として、政府における覚悟を持った対応を重ねて求め、交渉を終えました。　　　
【道本部ホームページより】



＝支会の回覧でご協力を呼びかけています＝

	自治労北海道本部青年部は、反戦平和・反核闘争の強化に向けて、「ピースカンパ」を取り組んでいます。青年部が主体となった反戦平和・反核闘争の取り組み、「被戦地オキナワ青年の旅」「ヒロシマの旅」「原水爆禁止世界大会」に、毎年、組合のみなさんのカンパで、
	
	
	多くの青年を送り出してきました。参加した仲間は、戦争を二度と繰り返してはならないという思いを新たにし、道本部・地方本部の各集会や学習会で報告し、職場・地域からの運動強化につなげます。ご協力をお願いします。　　　　　　【青婦部長　佐々木祐也】






































































































































































































冠婚葬祭をはじめ、急にお金が必要になったときの生活資金の貸付けです





① 金　　額　　５万円まで貸付け（なお委員長が必要と認めればこの限りではありません）


② 利　　息　　無利子


③ 返　　済　　返済計画を申込時に確認。通常は、賃金・手当日を返済日とし担当者へ持参を。


④ 手 続 き　　担当者：迫田副委員長（産業課）へ申し込んでください。











ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE









































　　　　


　　　


　　　


　　　

















　　３・１１さよなら原発1000万人アクションin北見


午前11：00～12：30　北見駅前広場　　　ぜひご参加ください




















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


